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「
８
０
２
０
双
葉
事
業
」（
歯
み
が
き
指
導
）

親
子
や
保
育
園
児
を
対
象
に
実
施

健
康
福
祉
課
・
健
康
づ
く
り
室　
☎（
56
）２
２
２
４

　

昨
年
10
月
23
日
と
12
月
19
日
の
２
日
間
、桜
保
育
園
と
子
育
て
支
援
施
設

「
ひ
だ
ま
り
」に
て
、歯
科
衛
生
士
に
よ
る
親
子
や
保
育
園
児
を
対
象
と
し
た
歯

み
が
き
指
導「
8
0
2
0
双
葉
事
業
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、乳
歯
を
虫
歯
に
せ
ず

口
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
、永
久
歯
に

生
え
替
わ
っ
て
も「
8
0
2
0（
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
つ
こ
と
）」に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、

N
P
O
法
人
静
岡
県
歯
科
衛
生
士
会

が
主
催
し
ま
し
た
。

　
桜
保
育
園
で
は
年
長
児
7
名・年
中

児
5
名
・保
護
者
3
名
が
、子
育
て
支

援
施
設「
ひ
だ
ま
り
」で
は
親
子
7
組

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、保
護
者
が
歯
の
大
切

さ
を
理
解
し
、虫
歯
の
で
き
方
と
そ
の

予
防
方
法
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

当
日
は
、体
に
良
い
食
べ
物
と
虫
歯
に
な

り
や
す
い
食
べ
物
、唾
液
と
虫
歯
の
関

係
な
ど
を
、エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
た
寸
劇
で

学
び
ま
し
た
。ま
た
、実
際
に
歯
み
が
き

を
行
い
な
が
ら
指
導
を
受
け
、お
母
さ

ん
た
ち
は
日
頃
の
歯
み
が
き
に
関
す
る

疑
問
や
悩
み
を
積
極
的
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。
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エコティかわね 事務局長

神東美希
の
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一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

１月14日、16日に「エコツーリ
ズムガイド養成講座」を開催

し、２回で38名の方にご参加いた
だきました。嬉しかったのは普段
こういう講座に出ない方々が出て
くださったこと、知らない者同士
のつながりが生まれたこと。教職
員、町職員、町議会議員などの行政
関係者、大井川鐵道や農家民宿、茶
農家など…実に多様なメンバーに
恵まれました。また、全体参加者の
３分の１が町外からの移住者だっ
たことも驚きでした。

今回は「エコツーリズムってな
んだろう」から始まって、「地

域の資源探し」「自分にできるこ
と」までをワークショップ形式で

楽しく学びました。

資源（ネタ）探しのコツとして、
「新しいものではなくて身の

回りにあるものを見つめ直そう」
「視点を変えて考えよう」とお話し
したところ、参加者からたくさん
のネタが飛び出しました。

興味深いのは、温泉やお茶、吊
橋、SL といった一般的に観

光資源と思われるものはほとんど
出てこなかったこと。たとえば普
段の散歩道で見る風景だったり、
代々続く集落の小さなお祭りだっ
たり、放棄茶園で茶の実拾いなん
て意見まで！

ある人の言葉を思い返しまし
た。「川根の人はのんびりし

ていて何か変えるのにすごく時
間がかかるけど、それは悪いこと
じゃない。変えなきゃいけないこ
とばかりじゃないし、変わらない
ものや人にも配慮してほしい。」

私たちの活動はまさに「温故知
新」。今あるものに光を当て

て新しいものを生み出すこと。「川
根の自然や文化を守ってきた先人
や地元住民への敬意を払い、想い
に耳を傾けることを忘れてはいけ
ない」と胸に刻みました。

エコティかわねの役割は、講座
やプログラムを通して、地元

と移住者をつないでいくことでも
あります。そのために私自身は、ヨ
ソ者と地元民の間を行ったり来た
りする宙ぶらりんな存在でありた
いです。

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社団
法人エコティかわねの事務局長として、エコツーリ
ズムを核としたさまざまなまちづくり事業を展開。

写真を見て場所を当てます。地元に住
んでいても意外と知らない場所が多い
ことを実感。

情
報
政
策
課
・
情
報
政
策
室　
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地
域
の
連
携
力
で

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

　
1
月
28
日
、
千
葉
山
智
満
寺（
上
長
尾
区
）に
て
、
文
化

財
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
1
月
26
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、
島
田
消
防
署
や
町
消
防
団
、
自
主

防
災
会
か
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
町
指
定
有
形
文
化
財
の
山
門
付
近
か
ら
火

災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
災

を
発
見
し
た
住
職
や
地
元
住
民
が
初
期
消
火
を
行
う
と
と

も
に
、
駆
け
付
け
た
消
防
隊
員
と
消
防
団
員
が
山
門
に
向

け
て
一
斉
放
水
し
ま
し
た
。

　
訓
練
を
終
え
て
、
上
長
尾
区
の
山
田
俊
男
区
長
は
「
全

国
各
地
で
予
期
せ
ぬ
災
害
が
多
発
し
て
い
る
が
、
今
後
も

訓
練
を
積
ん
で
、
地

域
の
宝
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、

町
消
防
団
第
６
分
団

の
藤
田
正
人
分
団
長

は
「
有
事
の
際
は
日

頃
の
訓
練
が
大
切
。

住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
今
後

も
訓
練
に
励
み
た

い
」
と
決
意
を
新
た

に
話
し
ま
し
た
。

登
録
統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

　
町
で
は
、各
種
統
計
調
査
の
事
務
に
ご
協
力
い
た

だ
く「
登
録
統
計
調
査
員
」を
募
集
し
ま
す
。

●
登
録
統
計
調
査
員
と
は

　
各
種
統
計
調
査
実
施
時
に「
世
帯
や
事
業
所
への

調
査
協
力
依
頼
」「
調
査
票
の
配
布・回
収・点
検
」

な
ど
を
行
う
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
が
可
能
な

方
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
も
の
で
す
。

●
登
録
統
計
調
査
員
と
な
る
条
件

▽
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

▽
責
任
を
も
って
調
査
員
の
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

▽
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

▽
税
務・警
察・選
挙
活
動
に
直
接
関
係
の
な
い
方

▽
暴
力
団
や
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
わ
り
の
な
い
方

●
主
な
統
計
調
査

▽
国
勢
調
査
▽
経
済
セ
ン
サ
ス
▽
工
業
統
計
調
査
▽

住
宅・土
地
統
計
調
査
▽
農
林
業
セ
ン
サ
ス　
な
ど

※
統
計
調
査
員
任
命
期
間
中
は
非
常
勤
の
公
務
員

と
な
り
、国
ま
た
は
県
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
員

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
調
査
活
動
中
に
災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、公
務

災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
「
川
根
本
町
統
計
調
査
員
登
録
申
請
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、役
場
情
報
政
策
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
情
報
政
策
課
で
配
付
す

る
ほ
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213


